
 

 

 

 

 

 

学びの充実に向けて 

                         校長 上原 義人 

 

 観測史上最も暑い夏となった 2023年ですが、季節は進み、朝夕の冷気に身も心も引き締まる思いが

します。今年のカレンダーも最後の 1枚となり、２学期のまとめの時期を迎えました。 

子どもたちは、日々の学校生活や学習活動、そして運動会や展覧会などの行事にも積極的に取り組み、

それぞれに達成感を味わいながら自分自身を成長させることができました。保護者・地域の皆様におか

れましては、今学期も多大なるお力添えをいただき、誠にありがとうございました。 

また、11月 17日、18日に行われた展覧会では、ご鑑賞いただいた保護者や地域の皆様から「子ど

もたちの想像力が素晴らしい」「大人には真似できない自由な発想がいい」「色づかいや飾り付けから楽

しそうに取り組んでいる様子が目に浮かんでくる」など、たくさんのお褒めの言葉をいただきました。

制作過程おいては一定の条件はあるものの、「～でなければならない」などと「型」にはめることはせず、

自由な発想を大切にして、楽しく伸び伸びと取り組ませることができた証だと受け止めています。 

ところで「型」といえば、以前、「型破りと形無し」に関するコラムを目にし、基礎・基本の大切さを

改めて実感させられたことがあります。歌舞伎の世界には「型をもつ人が、型を破るのが型破り。型が

無いのに破れば形無し。」という言葉があるそうです。これは、基礎・基本（型）がしっかり身に付いて

初めて、型に捉われない独創的な表現（型破り）ができるものであり、基礎・基本が身に付いていない

のに目新しいことに飛び付くのは、ただの「形無し」に過ぎないという代々の教えのようです。歌舞伎

界を代表する役者であった故・中村勘三郎氏は、生前に歌舞伎を沢山の人に知ってもらい楽しんでもら

おうと、新しい演出を取り入れた「コクーン歌舞伎」やニューヨークで「平成中村座」を上演し、歌舞

伎界の革新者として大成功を収めました。勘三郎氏には、しっかりとした型が備わっていたからこそ、

型破りな試みができたのだと思います。 

また、スポーツ界では、元プロ野球選手として日米で活躍し、数々の記録を打ち立てたイチロー選手

（2019年に引退）が、現役時代に次のような言葉を残しています。「特別なことをするために、特別な

ことをするのではない。特別なことをするために、普段通りの当たり前のことをする。」のだと。更なる

進化を遂げるために、キャッチボールや素振り、筋トレのような基礎・基本のトレーニングを自身の『ル

ーティン』（決まった手順・日課）とし、揺るぎなく取り組み続けた結果が数々の記録につながったとい

うわけです。このことは、現在メジャーリーグで二刀流として活躍し、史上初となる記録をいくつも打

ち立てている大谷翔平選手をはじめ、世界を舞台に活躍している多くのアスリートにも共通することな

のではないでしょうか。 

何事においても、基礎・基本を身に付けるためには地道な努力を要し、時には辛く、味気なく感じら

れることもあるでしょう。けれども、小学校期は特に基礎・基本をしっかりと養うべき時であり、その

土台があってこそ、その子らしい個性を輝かせ、汎用性のある力を発揮できるようになるのだと考えま

す。一方で、学びとは本来楽しいはずのものであり、分かる喜びやできる喜びを感じられなければ学び

続けることはできません。そのため、本校の教員は子どもたちが勉強や運動に興味・関心をもって楽し

く取り組めるように工夫し、主体的、協働的な学びの中で基礎・基本を身に付け、自らの問いをもって

学びを深められるように、切磋琢磨しながら授業改善に取り組んでいます。 

２学期も残すところ１か月となりました。学校生活では、例えば挨拶や言葉遣い、時間を守ること、

自分の役割を果たすこと、学習においては話の聞き方や発言の仕方、ノートの書き方、読み・書き・計

算などの基礎・基本を大切にしながら、子どもたちが、もっと「知りたい」「やりたい」「～したい」と

思える主体的な学びを引き出し、サポートしていきます。ご家庭におかれましては、お子さんが学期末

を元気に過ごせるよう、規則正しい生活習慣の確立や体調管理にご協力をお願いいたします。 
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※（  ）内の数字は学年を、「さ」はさくら学級、「ポ」はポプラ教室を、「低・中・高」は学年を、学校行事欄の○数字は「○回目」を表します。 

日 曜日 学校行事 日 曜日 学校行事 

1 金 保護者会（６さ） ALT 集中配置(中) 16 土   

2 土   17 日   

3 日   18 月 全校朝会 クラブ６ｈ ポプラ理解教育（１） 

4 月 全校朝会 安全指導 保護者会（５） 19 火 
言語指導（ポ） 放課後学習（１３） 

キューピーマヨネーズ教室（５） 

5 火 保護者会（４）避難訓練 短縄旬間終  20 水 たてわり班活動 

6 水 ゲーム集会 21 木 相談日（ポ） 放課後学習（２４） 

7 木 保護者会（３）  22 金 給食終 放課後学習（５６）明星学園和太鼓コンサート５ｈ 

8 金 
保護者会（２） ALT 集中配置（高さ） 

放課後学習（５６） 巡回発達相談（５） 
23 土   

9 土   24 日   

10 日   25 月 終業式 大掃除 

11 月 全校朝会 保護者会（１）2 学期授業終了（ポ） 26 火 冬季休業始 

12 火 イングリッシュキャラバン（４５６）言語指導（ポ）  27 水   

13 水 保健委員会集会 特支 Co 訪問（さ） 28 木   

14 木   29 金   

15 金 放課後学習（５６）作業療法（さ） 30 土   

      31 日   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学園各校通信「三小」     芸術の秋 音楽会を行いました！ 

 １１月１７日（金）、１８日（土）に音楽会を開催しました。１，２，３年生は学年合奏と学年合

唱、４，５，６年生はクラス合奏と学年合唱を演奏しました。友だちと気持ちを込めて表現する喜び

を味わいました。久しぶりに全校合唱「COSMOS」を歌い、みんなで歌う感動を共有しました。 

１２月の生活指導目標   「自分からあいさつをしよう」 

 

 

三鷹中央学園」通信     「第７回学園合同研究会」 

１１月２９日(水)に三小で第７回学園合同研究会がありました。三校で行われる学園合同の研究授

業がすべて終了しました。今後は研究推進委員会を中心に成果と課題をまとめて、来年度の研究発表

に向けて各校取り組んでまいります。 

 

何事も楽しんで            １年担任   

小学校に入学してから８か月がたとうとしてい

ます。運動会や展覧会等の大きな行事に向けて一

生懸命準備したり、日々の授業の中で学びを積み

重ねたりすることで、大きく成長してきました。

何より１年生と過ごしていて驚かされることは、

「次もがんばろう！」と何事も前向きに捉え、努

力する姿です。「新しいことに挑戦したい」「でき

るようになりたい」そんな子どもたちの願いを実

現できるように全力でサポートしていきます。 

短縄旬間                 担当者    

１１月２２日(水)からの２週間、七小では短縄

旬間として、中休みに全校児童がなわとびに取り

組んでいます。前とび、後ろとびといった基本的

な技から、あやとび、二重とびといった難しい技

まで、なわとびカードを参考に、次のレベルを目

指して一人ひとりが努力していきます。短縄旬間

の実施にあたって、お手数ですが各家庭で道具の

確認をお願いいたします。 

 

学園各校通信「四中」     期末考査、ダンスワークショップ、ふれあい天文学 

 １１月１３、１４、１５日の３日間で期末考査が実施されました。E組で、１、２０日に特定非営利活動法人

「芸術家と子どもたち」の方々を講師としてお招きし、ダンスワークショップを実施しました。また3学年では、

11月24日(金)に国立天文台の町田真美さんに講師として来校していただき、「ブラックホールはなぜひかる？」

というテーマで講演をしていただきました。 
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